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代表質問
小
中
一
貫
校

問　

平
成
27
年
４
月
か
ら
開
校

す
る
塩
浜
学
園
に
つ
い
て
、
市

が
実
施
を
予
定
す
る
施
策
の
内

容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま

た
、
施
設
に
つ
い
て
、
校
舎
は

小
学
校
側
に
整
備
さ
れ
る
が
、

中
学
校
舎
を
ど
う
活
用
す
る
の

か
。
ま
た
、
同
園
に
は
プ
ー
ル

が
な
い
が
、
質
の
高
い
教
育
を

目
指
す
同
園
だ
か
ら
こ
そ
、
新

設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。更
に
、

「
塩
浜
ふ
る
さ
と
防
災
科
」
の

内
容
と
し
て
、
塩
浜
地
域
の
特

徴
と
実
績
を
生
か
し
、
地
域
と

連
携
し
た
実
践
的
な
教
育
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

塩
浜
学
園
の
学
校
づ
く
り

は
基
本
計
画
に
沿
っ
て
行
っ
て

お
り
、
27
年
度
は
、
同
園
の
運

営
方
針
等
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布
や
、
９

年
間
を
貫
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て「
塩
浜
ふ
る
さ
と
防
災
科
」

を
新
設
す
る
一
方
、
中
長
期
的

に
は
、
保
護
者
や
地
域
関
係
者

を
含
む
一
貫
校
運
営
委
員
会
の

設
置
な
ど
、
学
校
運
営
の
支
援

体
制
づ
く
り
を
協
議
す
る
。
ま

た
、
中
学
校
舎
の
活
用
は
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る

こ
と
と
し
、
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、安
全
管
理
等
の
観
点
か
ら
、

27
年
度
は
民
間
施
設
を
使
用
す

る
。「
塩
浜
ふ
る
さ
と
防
災
科
」

に
つ
い
て
は
、
一
貫
教
育
推
進

の
軸
と
な
る
教
科
で
あ
り
、
年

間
指
導
計
画
を
踏
ま
え
、
地
域

と
も
連
携
し
て
検
討
し
た
い
。

生

活

困

窮

者

の

支

援

問　

平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が
施
行

さ
れ
る
が
、
国
の
方
針
と
合
わ

せ
て
、
本
市
の
考
え
を
問
う
。

ま
た
、
本
市
に
は
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
自
立
支
援
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
団
体
が
あ
る

の
で
、
国
が
定
め
た
必
須
事
業

だ
け
で
な
く
、
任
意
事
業
も
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
の
趣
旨
は
、
生
活
保
護
に
至

る
前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮

者
の
自
立
を
支
援
す
る
も
の
で
、

い
わ
ゆ
る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
充
実
・
強
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国

の
方
針
に
沿
い
、
本
市
で
も
４

月
か
ら
、
自
立
相
談
支
援
事
業

の
実
施
及
び
住
宅
確
保
給
付
金

の
支
給
を
行
う
。
ま
た
、
27
年

度
は
、
ま
ず
は
生
活
困
窮
者
の

実
態
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と

い
う
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
必

須
事
業
の
み
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
事
業
開
始
後
、

予
測
以
上
の
体
制
強
化
の
必
要

性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係

部
署
と
十
分
協
議
し
、
補
正
予

算
等
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

参
加
を
働
き
か
け
る
等
、
更
な

る
充
実
を
図
り
た
い
。
将
来
的

に
は
、
ペ
ッ
ト
の
飼
養
主
以
外

の
人
も
含
め
、
施
策
の
重
要
性

ペ
ッ
ト
施
策

問　

本
市
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
養

す
る
市
民
に
向
け
て
、
災
害
時

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
始
め
、
全

国
的
に
み
て
も
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
ペ
ッ

ト
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
、

平
成
27
年
度
の
取
り
組
み
や
将

来
像
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
対

応
と
日
常
的
な
マ
ナ
ー
啓
発
の

観
点
か
ら
、市
の
見
解
を
問
う
。

答　

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
、
災
害
時
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
示
等
で
の
啓
発
や
、
総
合
防

災
訓
練
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
同
行

避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
27
年

度
は
、
啓
発
活
動
を
継
続
し
て

ペ
ッ
ト
施
策
の
重
要
性
を
周
知

す
る
と
共
に
、
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
等
に
も
訓
練
へ
の
見
学
や

に
つ
い
て
共
通
認
識
が
で
き
る

環
境
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。

ま
た
、マ
ナ
ー
啓
発
と
し
て
は
、

犬
の
ふ
ん
の
放
置
を
禁
止
す
る

路
面
シ
ー
ト
の
設
置
、
ス
テ
ッ

カ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
を
行
っ
て
き

た
。
27
年
度
は
「
マ
ナ
ー
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
活
用
や
犬
の
し
つ

け
方
講
座
等
も
加
え
た
啓
発
の

強
化
に
努
め
、
人
と
ペ
ッ
ト
が

共
生
し
、
住
み
や
す
い
と
感
じ

ら
れ
る
環
境
を
目
指
し
た
い
。

高
齢
化
社
会

へ

の

対

策

問　

施
政
方
針
に
お
い
て
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設
、

認
知
症
対
策
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
整
備
等
に
つ
い
て
言

及
が
あ
っ
た
が
、
全
国
的
な
超

高
齢
化
社
会
の
波
に
対
し
て
、

本
市
の
施
策
は
十
分
と
い
え
る

の
か
。
ま
た
、
最
も
大
き
な
課

題
と
な
る
の
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
の
担
い
手
で
あ
る
人
材
の

慢
性
的
な
不
足
で
あ
る
が
、
人

材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
本

市
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　

平
成
27
～
29
年
度
の
第
６

期
市
川
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
医
療
、
介
護
、
住
ま

い
等
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推

進
す
る
と
共
に
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
15
カ
所
へ
の
増

設
、医
療
と
介
護
の
連
携
促
進
、

認
知
症
対
策
、
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
等
の
体
制
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
福
祉
職
員
の
確
保
や
定

着
の
た
め
の
支
援
と
し
て
県
が

設
置
し
て
い
る
「
千
葉
県
福
祉

人
材
確
保
・
定
着
地
域
推
進
協

議
会
」
が
行
う
講
演
会
等
を
支

援
す
る
と
共
に
、
行
政
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー
及
び
住
民

参
加
の
協
議
体
が
そ
れ
ぞ
れ
連

携
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

の
負
担
で
あ
る
。
被
保
険
者
に

と
っ
て
は
、
保
険
料
負
担
の
他

に
法
定
外
繰
入
金
相
当
額
を
負

担
す
る
二
重
負
担
と
な
る
こ
と

か
ら
、
保
険
料
緩
和
の
た
め
に

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
減
免
基
準
の
範
囲
拡
大

に
つ
い
て
は
、
減
免
に
よ
る
減

収
分
を
介
護
保
険
の
歳
入
で
賄

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な

介
護
保
険
制
度
の
維
持
の
た
め

慎
重
に
対
応
し
た
い
。今
後
も
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

の
減
免
制
度
の
周
知
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

い

き

い

き

セ

ン

タ

ー

問　

市
政
戦
略
会
議
の
答
申
で

は
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
老

人
い
こ
い
の
家
）
の
有
料
化
及

低
所
得
者
に
配
慮
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
保
険
料
の
減
免

は
26
年
12
月
現
在
で
対
象
と
な

り
う
る
約
２
万
４
千
人
に
対
し
、

１
３
５
人
、
約
３
３
０
万
円
し

か
行
っ
て
い
な
い
。
減
免
範
囲

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

答　

介
護
保
険
法
で
は
一
般
会

計
が
負
担
す
る
費
用
項
目
と
負

担
割
合
に
関
す
る
定
め
が
あ
り
、

一
般
会
計
の
財
源
は
市
民
全
体

び
入
浴
施
設
に
つ
い
て
は
廃
止

す
べ
き
も
の
と
提
案
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
市
は
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答　

有
料
化
に
つ
い
て
は
、「
原

則
無
料
」
と
す
る
昭
和
40
年
当

時
の
厚
生
省
社
会
局
長
通
知
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
入
浴
施
設
の
設
置
は
13

施
設
の
う
ち
６
施
設
の
み
で
、

利
用
機
会
に
つ
い
て
は
地
域
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
利
用

実
態
等
を
把
握
し
た
上
で
、
廃

止
の
有
無
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険

問　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

は
、
高
齢
者
や
非
正
規
労
働
者

等
の
低
所
得
者
世
帯
が
多
い
の

が
特
徴
で
あ
る
と
考
え
る
。
平

成
27
年
度
、
国
は
国
民
健
康
保

険
の
財
政
基
盤
強
化
対
策
と
し

て
、
保
険
者
支
援
制
度
の
拡
充

に
約
１
７
０
０
億
円
の
予
算
を

投
じ
る
。
確
保
さ
れ
た
財
源
を

介

護

保

険

問　

平
成
27
年
度
か
ら
、
65
歳

以
上
の
介
護
保
険
料
基
準
額
が

13
・
９
％
の
引
き
上
げ
と
な
る
。

保
険
料
負
担
緩
和
の
た
め
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

す
等
、
保
険
料
引
き
上
げ
を
や

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

いきいきセンター宮久保

いつも飼い主といっしょに

み

ら

い

日

本

共

産

党
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